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は
じ
め
に

清
華
簡

『
者
夜
』

の
文
献
的
性
格

中
国
研
究
集
刊
眼
号
（
総
五
十
三
号
）
平
成
二
十
三
年
六
月

九
九
ー
ニ
―
二
頁

二
0
0
八
年
に
清
華
大
学
が
収
蔵
し
た
戦
国
時
代
の
竹
簡
（
以

下
、
清
華
簡
と
略
記
す
る
）
は
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壼
）
』

（
中
西
書
局
、
二

0
1
0
年
十
二
月
）
の
刊
行
に
よ
り
、
そ
の
中

の
九
つ
の
文
献
の
写
真
・
釈
文
等
が
正
式
に
公
開
さ
れ
た
。

清
華
簡
に
関
す
る
情
報
は
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
翌
）
』

の
刊
行
前
か
ら
関
係
者
に
よ
っ
て
発
信
さ
れ
、
既
に
検
討
が
始
め

ら
れ
て
い
る
（
注
l)°

し
か
し
、
竹
簡
の
写
真
等
の
詳
細
な
情
報
が

得
ら
れ
な
い
う
ち
は
、
研
究
を
進
め
る
上
で
極
め
て
不
都
合
で
あ

っ
た
。
今
回
、
竹
簡
の
写
真
・
釈
文
等
の
正
式
な
公
開
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
清
華
簡
の
研
究
に
着
手
で
き
る
段

階
に
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
公
表
さ
れ
た
九
つ
の
文
献
の
―
つ
で
あ
る
古
侠
文

献
『
醤
夜
』
に
つ
い
て
、
書
誌
的
な
情
報
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
全
文
の
釈
文
を
示
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
文
献
的
性
格
に
つ
い

て
の
初
歩
的
な
検
討
を
加
え
る
。

本
章
で
は
、
清
華
簡
『
香
夜
』
に
関
す
る
書
誌
的
な
情
報
を
中

心
と
し
て
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
に
お
け
る
『
者
夜
』

の
【
説
明
】
・
【
釈
文
】
・
【
注
釈
】
等
の
記
述
に
基
づ
き
つ
つ
、
更

に
筆
者
が
写
真
等
を
検
討
し
て
確
認
し
た
情
報
を
ま
と
め
て
示
す

こ
と
に
す
る
。

釈
読
を
担
当
し
た
の
は
趙
平
安
氏
。

竹
簡
枚
数
…

14
枚。

簡
長
：
・
【
説
明
】
に
よ
れ
ば

45cm
。
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

（
登
）
』
の
巻
末
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
竹
簡
信
息
表
」
（
竹
簡

一
、
『
誉
夜
』
の
書
誌
的
な
情
報

竹

田

健
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残
欠
の
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い
完
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簡
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表
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S
 4
 
編
綾
…
【
説
明
】
に
は
言
及
が
無
い
が
、
「
竹
簡
信
息
表
」
に

よ
れ
ば
三
道
。
写
真
か
ら
も
、
契
口
及
び
編
縄
の
痕
跡
か
ら
、

三
道
が
確
認
で
き
る
。
但
し
、
各
簡
の
契
口
は
さ
ほ
ど
明
確
で

は
な
い
。

簡
端
…
平
斉
。

残
簡
…
【
説
明
】
に
よ
れ
ば
1
4
枚
の
う
ち
4
枚
。
し
か
し
な

が
ら
、
写
真
か
ら
判
断
す
る
に
、
第
9
.
1
0
.
1
1
.
1
3
.
1
4
簡

の
5
枚
に
竹
簡
の
残
欠
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
文
字
の
残
欠
が
認

め
ら
れ
る
。
第
6
簡
も
下
端
部
分
に
残
欠
が
あ
る
が
、
文
字
の

残
欠
は
な
い
。
「
竹
簡
信
息
表
」
に
よ
れ
ば
、
残
欠
の
ま
っ
た
＜

な
い
完
簡
は
第

4
.
7
.
8
簡
の
み
で
、
他
の
竹
簡
は
、
断
裂

し
た
竹
簡
を
接
合
し
て
復
原
し
た
、
所
謂
整
簡
で
あ
る
。

字
数
…
【
説
明
】
に
よ
れ
ば
各
簡

27
字

S
3
1
字
。
写
真
か
ら

確
認
し
た
字
数
は
、
左
表
の
通
り
。
な
お
、
表
中
の
「
文
字
数
」

欄
は
、
竹
簡
上
に
認
め
ら
れ
る
文
字
の
み
の
数
で
あ
り
、
残
欠

し
た
部
分
に
記
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
文
字
、
及
び
重
文

を
含
ん
で
い
な
い
。
「
＋
重
文
」
欄
は
、
重
文
符
号
に
従
っ
て
補

う
こ
と
に
な
る
文
字
数
を
示
す
。
ち
な
み
に
、
残
欠
の
な
い
完

簡
で
あ
る
第

4
.
7
.
8
簡
の
字
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ

2
5
.
2
7
.

28
字
で
あ
る
。

1
4
簡
全
て
の
背
面
に
、
ノ
ン
プ
ル
に
当
た
る
竹
簡
番
号
(
「
-
」

S
「
一
四
」
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
竹
簡
の
配
列
に

関
し
て
は
、
趙
平
安
氏
の
原
釈
文
の
配
列
以
外
に
は
考
え
ら
れ

な
い
。第
1
4
簡
の
文
字
列
（
末
尾
に
重
文
符
号
あ
り
）
は
竹
簡
の
下

端
近
く
ま
で
あ
る
が
、
一
字
分
の
留
白
が
存
在
す
る
可
能
性
が

高
い
。
文
字
列
の
末
尾
に
墨
鉤
等
の
記
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
留
白
が
存
在
す
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
1
4
簡
が
文

献
全
体
の
末
尾
で
あ
る
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。

篇
題
…
第
1
4
簡
の
背
面
（
竹
簡
番
号
の
下
）
に
「
都
夜
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
篇
題
と
見
ら
れ
る
。
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二
、
『
誉
夜
』
の
解
釈

『
者
夜
』
の
内
容
は
、
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

武
王
の
即
位
後
八
年
、
周
は
者
を
征
伐
し
て
勝
利
を
収
め
た
。

武
王
と
そ
の
臣
下
ら
は
都
に
帰
還
し
、
文
王
の
太
室
に
お
い
て
飲

至
の
儀
礼
を
行
っ
た
。
儀
礼
の
席
上
、
武
王
は
儀
礼
の
宴
席
に
お

け
る
「
客
」
で
あ
る
畢
公
と
、
「
主
」
で
あ
る
周
公
旦
と
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
酒
を
勧
め
て
歌
を
作
っ
た
。
続
い
て
周
公
旦
が
、
畢
公

と
武
王
と
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
酒
を
勧
め
て
歌
を
作
っ
た
。
周

公
旦
は
更
に
、
「
鯰
蝉
」
と
題
す
る
歌
を
作
っ
た
。

こ
う
し
た
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
『
者
夜
』
は
以
下
の
六
つ
の
節

に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
全
体
の
設
定
に
つ
い
て
の
説
明
。

（
二
）
武
王
が
、
飲
至
の
儀
礼
の
「
客
」
で
あ
る
畢
公
に
対

し
て
、
爵
に
満
た
し
た
酒
を
勧
め
て
、
「
楽
楽
旨
酒
」
と

題
す
る
歌
を
作
っ
た
場
面
。

（
三
）
武
王
が
、
飲
至
の
儀
礼
の
「
主
」
で
あ
る
周
公
旦
に

対
し
て
、
爵
に
満
た
し
た
酒
を
勧
め
て
、
「
輸
乗
」
と
題

す
る
歌
を
作
っ
た
場
面
。

（
四
）
飲
至
の
儀
礼
の
「
主
」
で
あ
る
周
公
旦
が
、
畢
公
に

対
し
て
、
爵
に
満
た
し
た
酒
を
勧
め
て
、
「
央
央
」
と
題

す
る
歌
を
作
っ
た
場
面
。

（
五
）
周
公
旦
が
武
王
に
対
し
て
、
爵
に
満
た
し
た
酒
を
勧

め
て
、
「
明
明
上
帝
」
と
題
す
る
歌
を
作
っ
た
場
面
。

（
六
）
周
公
が
「
録
蝉
」
と
題
す
る
歌
を
作
っ
た
場
面
。

本
章
で
は
、
『
者
夜
』
を
右
の
六
つ
の
節
に
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
本
文
・
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
を
示
す
。
な
お
、
本
文
中
、

重
文
符
号
に
つ
い
て
は
文
字
に
置
き
換
え
て
示
し
た
。
ま
た
漢
字

の
表
記
は
、
可
能
な
限
り
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
隷
定
・
釈
読

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
所
収

の
【
釈
文
】
に
基
づ
く
が
、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究

中
心
研
究
生
読
書
会
等
に
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
発
表
さ
れ
た

各
種
札
記
の
類
等
に
示
さ
れ
た
諸
説
を
参
考
に
し
、
私
見
も
交
え

て
修
正
を
加
え
た
（
注
2
)
0

第
一
節

【
本
文
】
武
王
八
年
、
征
伐
者
、
大
搬
之
。
還
、
乃
飲
至
干
文
太

室
一
。
畢
公
高
為
客
、
召
公
保
爽
為
【

01
】
央
-
‘
周
公
叔
旦
為
主
-
‘

辛
公
姫
甲
為
泄
、
作
策
逸
為
東
堂
之
客
-
‘
呂
尚
父
命
為
【

02
】
司

正
一
、
監
飲
酒
゜

【
書
き
下
し
文
】
武
王
八
年
、
者
を
征
伐
し
、
大
い
に
之
に
裁
つ
。

還
り
て
、
乃
ち
文
の
太
室
に
飲
至
す
。
畢
公
高
客
と
為
り
、
召

公
保
爽
央
と
為
り
、
周
公
叔
旦
主
と
為
り
、
辛
公
姫
甲
泄

(201) 



命
も
て
司
正

と
為
り
、
作
策
逸
東
堂
の
客
と
為
り
、
呂
尚
父

み

と
為
り
、
飲
酒
を
監
る
。

【
現
代
語
訳
】
武
王
が
即
位
し
て
八
年
、
周
は
者
を
征
伐
し
、
大

い
に
勝
利
を
収
め
た
。
武
王
は
都
に
帰
還
し
、
文
王
の
廟
に
お
い

て
凱
旋
の
宴
会
を
開
催
し
た
。
宴
席
に
お
い
て
、
畢
公
高
は
客
人

と
な
り
、
召
公
保
爽
は
客
の
介
添
え
役
と
な
り
、
周
公
叔
旦
は
主

人
と
な
り
、
辛
公
姫
甲
は
泄
（
立
ち
会
い
役
）
と
な
り
、
作
策
逸
は

東
堂
（
東
側
の
わ
き
や
）
の
客
と
な
り
、
呂
尚
父
は
命
ぜ
ら
れ
て

司
正
（
宴
席
の
進
行
役
）
と
な
り
、
飲
酒
の
儀
礼
全
体
を
監
督
し

た。

第
二
節

【
本
文
】
王
舎
爵
酬
畢
公
、
作
歌
一
終
、
日
「
楽
楽
旨
酒
」
。
「
栗

栗
旨
酒
、
宴
以
二
公
。
悠
仁
兄
弟
、
【
0
3
】
庶
民
和
同
。
方
荘
方
武
、

穆
穆
克
邦
。
嘉
爵
速
飲
一
、
後
爵
乃
従
一
。
」

お

す

す

【
書
き
下
し
文
】
王
爵
を
舎
き
て
畢
公
に
酬
め
、
歌
一
終
を
作

り
て
、
「
楽
楽
旨
酒
」
と
日
う
。
「
楽
楽
た
る
旨
酒
、
宴
す
る
に
二

公
を
以
て
す
。
慈
仁
た
る
兄
弟
あ
り
て
、
庶
民
和
同
す
。
方
に
荘

お
さ

に
し
て
方
に
武
、
穆
穆
と
し
て
邦
を
克
む
。
嘉
爵
あ
り
速
や
か
に

飲
め
。
後
爵
乃
ち
従
は
ん
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
武
王
は
酒
を
満
た
し
た
爵
を
畢
公
に
す
す
め
て
、

歌
を
つ
作
っ
た
。
そ
の
題
を
「
楽
楽
旨
酒
（
楽
楽
た
る
旨
酒
）
」

と
い
う
。
「
楽
し
き
旨
き
酒
が
あ
る
、
こ
の
宴
は
二
公

(II
畢
公
・

周
公
）
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
誠
実
で
愛
情
に
富
む
我
が
兄
弟

の
活
躍
が
あ
り
、
（
そ
の
お
か
げ
で
）
民
は
和
ら
ぎ
調
和
し
て
い
る
。

（
二
人
の
戦
場
で
の
活
躍
は
）
と
も
に
さ
か
ん
で
た
け
だ
け
し
く
、

そ
の
領
内
の
統
治
は
お
だ
や
か
で
う
る
わ
し
い
。
こ
の
爵
を
干
し

な
さ
い
。
（
そ
う
す
れ
ば
皆
が
）
続
い
て
干
す
で
あ
ろ
う
。
」

第
三
節

【
本
文
】
王
舎
爵
酬
周
公
、
【
0
4
】
作
歌
一
終
、
日
「
輪
乗
」
。
「
輪

乗
既
勧
、
人
服
余
不
冑
。
戯
士
奮
刃
、
繋
民
之
秀
一
。
方
荘
方
武
、

克
嬰
【
0
5
】
仇
醤
一
。
嘉
爵
速
飲
、
後
爵
乃
復
一
。
」

【
書
き
下
し
文
】
王
爵
を
舎
き
て
周
公
に
酬
め
、
歌
一
終
を
作

ゅ

う

と

と

の

わ

れ

り
て
、
「
輸
乗
」
と
日
う
。
「
輪
乗
既
に
勧
い
、
人
余
の
冑
せ
ざ

し
げ

し

た

が

こ

こ

る
に
服
う
。
戯
に
士
は
刃
を
奮
い
、
繋
れ
民
は
之
れ
秀
る
。
方
に

お

さ

荘
に
し
て
方
に
武
、
仇
醒
を
克
嬰
む
。
嘉
爵
あ
り
速
や
か
に
飲
め
。

ふ
た
た
び

後
爵
乃
ち
復
せ
ん
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
武
王
は
酒
を
満
た
し
た
爵
を
周
公
に
す
す
め
て
、

歌
を
一
っ
作
っ
た
。
そ
の
題
を
「
輪
乗
」
と
い
う
。
「
軽
車
（
の
出

撃
の
準
備
）
が
整
い
、
私
が
ま
だ
兜
を
か
ぶ
ら
な
い
う
ち
に
、
臣

下
た
ち
は
私
に
従
っ
た
。
士
た
ち
は
刃
を
振
る
っ
て
勇
敢
に
戦
い
、

（
そ
の
奮
戦
の
結
果
）
民
は
さ
か
え
る
。
（
士
の
活
躍
は
）
さ
か
ん

で
た
け
だ
け
し
く
、
敵
を
打
ち
倒
し
た
。
こ
の
爵
を
干
し
な
さ
い
。
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第
五
節

【
本
文
】
周
【

07
】
公
又
舎
爵
酬
王
、
作
祝
誦
一
終
、
日
明
明
上

第
四
節

【
本
文
】
周
公
舎
爵
酬
畢
公
、
作
歌
一
終
、
日
「
央
央
」
。
「
央
央

戎
服
-
‘
荘
【

06
】
武
赳
赳
°
比
必
精
謀
猷
-
‘
裕
徳
乃
求
一
。
王
有
旨

酒
、
我
憂
以
浮
一
、
既
卒
又
侑
、
明
日
勿
恰
一
。
」
す
す

【
書
き
下
し
文
】
周
公
爵
を
舎
き
て
畢
公
に
酬
め
、
歌
一
終
を

作
り
て
、
「
央
央
」
と
日
う
。
「
央
央
た
る
戎
服
、
荘
武
に
し
て
赳

つ
つ
し

赳
た
り
。
砦
み
て
謀
猷
を
精
に
し
、
裕
徳
乃
ち
求
む
。
王
に
旨
酒

ぉ

す

す

有
り
、
我
が
憂
い
以
て
浮
ぎ
ん
。
既
に
卒
え
れ
ば
又
た
侑
め
ん
、

す
ぎ

明
日
恰
る
こ
と
勿
か
ら
ん
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
周
公
は
酒
を
満
た
し
た
爵
を
畢
公
に
す
す
め
、
あ

わ
せ
て
歌
を
つ
く
っ
て
贈
っ
た
。
そ
の
題
を
「
央
央
」
と
い
う
。

「
（
畢
公
は
）
色
鮮
や
か
な
軍
装
に
身
を
包
み
、
た
け
だ
け
し
く
戦

っ
た
。
謹
ん
で
は
か
り
ご
と
を
巧
み
に
し
、
立
派
な
成
果
を
得
た
。

こ
の
宴
に
王
は
旨
酒
を
お
持
ち
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
（
こ
れ
ま
で

の
）
私
の
憂
い
は
過
ぎ
去
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
畢
公
よ
）
既
に
さ

か
ず
き
を
干
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
更
に
酒
を
勧
め
よ
う
、
（
あ
な
た

な
ら
ば
）
明
日
乱
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。
」

更
に
続
け
て
干
し
な
さ
い
。
」

帝
。
「
明
明
上
帝
、
臨
下
之
光
、
不
＿
顕
束
格
一
、
敵
蕨
程
盟
。
於
【

08
】

…
…
月
有
盈
餓
-
‘
歳
有
歌
行
、
作
絃
祝
誦
、
萬
壽
亡
櫃
一
。
」

す
す

【
書
き
下
し
文
】
周
公
又
た
爵
を
舎
き
て
王
に
酬
め
、
祝
誦
一
終

を
作
り
て
、
「
明
明
上
帝
」
と
日
う
。
「
明
明
た
る
上
帝
、
下
に
臨

む
の
光
、
不
＿
顕
し
て
来
格
し
、
厭
の
湮
盟
を
歓
ぶ
。

．．． 
に
於
て
…かぎ

•
•
•
月
に
盈
峡
有
り
、
歳
に
歌
行
有
り
、
絃
の
祝
誦
を
作
る
。
萬
壽
謡

り
亡
か
ら
ん
。
」

【
現
代
語
訳
】
周
公
は
酒
を
満
た
し
た
爵
を
武
王
に
す
す
め
、
あ

わ
せ
て
言
祝
ぎ
の
歌
を
つ
く
っ
て
贈
っ
た
。
そ
の
題
を
「
明
明
上

帝
（
明
明
た
る
上
帝
）
」
と
い
う
。
「
明
明
た
る
上
帝
が
下
々
を
照

ら
す
光
は
、
明
ら
か
に
我
々
の
も
と
に
至
っ
て
い
る
、
（
こ
れ
は
武

王
が
上
帝
に
対
す
る
）
祭
祀
を
行
う
こ
と
を
（
上
帝
が
）
喜
ん
で

お
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
…
月
の
運
行
に
は
（
一
定
の
周

期
で
）
満
ち
欠
け
が
あ
り
、
木
星
の
運
行
に
は
（
一
定
の
周
期
で
）

見
か
け
の
逆
行
が
あ
る
。
こ
こ
に
こ
の
言
祝
ぎ
の
歌
を
作
る
。
武

王
の
寿
命
が
永
遠
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
」

第
六
節

【
本
文
】
周
公
乗
爵
未
飲
、
録
蝉
【

09
】
躍
陸
干
堂
‘
[
周
]
公
作

歌
一
終
、
日
蛭
蝉
。
「
録
蝉
在
堂
、
役
車
其
行
“
‘
今
夫
君
子
、
不

喜
不
栗
。
夫
日
【

10
】
□
口
、
ロ
ロ
ロ
荒
一
、
母
巳
大
楽
、
則
終
以

康
、
康
栗
而
母
荒
、
｛
是
惟
良
士
之
方
方
。
録
蛙
在
【
1
1
】
席
-
‘
歳
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幸
云
暮
-
‘
今
夫
君
子
、
不
喜
デ
企
架
一
。
日
月
其
邁
、
従
朝
及
夕
、

母
已
大
康
、
則
終
【

12
】
以
詐
一
。
康
栗
而
母
荒
、
｛
是
惟
良
士
之
檻

闊
。
録
蝉
在
序
、
歳
幸
云
暮
、
今
夫
君
子
、
不
喜
不
楽
、
【
1
3
】
口

ロ
ロ
ロ
、
〔
従
冬
及
夏
〕
一
。
母
已
大
康
、
則
終
以
欄
一
。
康
栗
而
母

荒
、
塞
惟
良
士
之
糧
欄
。
」
【

14
】

【
書
き
下
し
文
】
周
公
爵
を
乗
る
も
未
だ
飲
せ
ざ
る
に
、
録
蝉
躍

び
て
堂
に
陸
り
、
周
公
歌
一
終
を
作
り
て
、
『
録
蝉
』
と
日
う
。

「
銹
蝉
堂
に
在
り
、
役
車
其
れ
行
く
、
今
夫
れ
君
子
、
喜
ば
ざ

は

な

は

れ
ば
楽
し
ま
ず
。
夫
れ
日
□
口
、
ロ
ロ
ロ
荒
、
已
大
だ
楽
し
む
こ

す
さ

と
母
け
れ
ば
、
則
ち
終
に
以
て
康
た
り
。
康
楽
に
し
て
荒
む
こ
と

ま
こ
と

母
か
れ
、
｛
是
に
惟
れ
良
士
は
之
れ
方
方
た
り
。
録
蝉
席
に
在
り
、

こ

こ

こ

こ

く

歳
幸
に
云
に
暮
る
、
今
夫
れ
君
子
、
喜
ば
ざ
れ
ば
楽
し
ま
ず
。
日

や
す

ゆ

月
其
れ
邁
き
、
朝
従
り
夕
に
及
ぶ
、
已
大
だ
康
ん
ず
る
こ
と
母
け

さ
い
わ
い

れ
ば
、
則
ち
終
に
以
て
詐
あ
り
。
康
楽
に
し
て
荒
む
こ
と
母
か
れ
、

こ

こ

こ

こ

窟
に
惟
れ
良
士
は
之
れ
塵
糧
た
り
。
録
蛙
序
に
在
り
、
歳
車
に
云

に
暮
る
、
今
夫
れ
君
子
、
喜
ば
ざ
れ
ば
楽
し
ま
ず
。
ロ
ロ
ロ
ロ
、

〔
冬
従
り
夏
に
及
ぶ
。
〕
已
大
だ
康
ん
ず
る
こ
と
母
け
れ
ば
、
則
ち

終
に
以
て
檻
た
り
。
康
楽
に
し
て
荒
む
こ
と
母
か
れ
、
｛
是
に
惟
れ

良
士
は
之
れ
塵
檻
た
り
。
」

【
現
代
語
訳
】
周
公
が
爵
を
手
に
し
な
が
ら
ま
だ
酒
を
飲
ん
で
い

な
い
時
に
、
蛛
蝉
が
跳
ん
で
堂
の
上
に
昇
っ
て
き
た
。
周
公
は
そ

れ
を
見
て
歌
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
題
を
『
蛙
蛙
（
こ
お
ろ
ぎ
）
』

と
い
う
。
「
録
蝉
が
堂
の
上
に
い
る
。
（
堂
の
前
を
）
軍
役
の
車
両

が
進
ん
で
い
く
。
君
子
は
戦
勝
を
喜
ば
な
け
れ
ば
楽
し
ま
な
い
（
戦

勝
の
宴
で
は
喜
ん
で
こ
そ
君
子
で
あ
る
）
。
・
：
楽
し
む
こ
と
が
度
を

過
ぎ
て
な
け
れ
ば
、
最
後
ま
で
安
ん
じ
て
い
ら
れ
る
。
歓
楽
の
度

が
過
ぎ
て
乱
れ
て
は
な
ら
な
い
、
本
当
に
良
い
士
と
い
う
も
の
は

ま
っ
す
ぐ
で
正
し
い
も
の
で
あ
る
。
録
蝉
が
座
席
の
上
に
い
る
。

木
星
が
（
時
間
が
た
っ
た
た
め
に
）
位
置
を
変
え
た
。
君
子
は
戦

勝
を
喜
ば
な
け
れ
ば
楽
し
ま
な
い
。
日
月
は
（
一
定
の
規
則
に
従

っ
て
）
運
行
し
、
い
つ
も
朝
が
来
て
か
ら
タ
ベ
に
な
る
。
あ
ま
り

に
安
心
し
過
ぎ
な
け
れ
ば
、
最
後
に
福
が
あ
る
。
歓
楽
の
度
が
過

ぎ
て
乱
れ
て
は
な
ら
な
い
、
本
当
に
良
い
士
は
注
意
深
い
も
の
で

あ
る
。
鯰
蝉
が
堂
の
前
の
ひ
さ
し
の
あ
る
踏
の
と
こ
ろ
に
い
る
。

木
星
が
（
時
間
が
た
っ
た
た
め
に
）
位
置
を
変
え
た
。
君
子
は
戦

勝
を
喜
ば
な
け
れ
ば
楽
し
ま
な
い
。
…
〔
冬
が
来
て
夏
が
来
る
。
〕

安
心
し
過
ぎ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
最
後
ま
で
用
心
深
さ
を
保
て

る
。
歓
楽
の
度
が
過
ぎ
て
乱
れ
て
は
な
ら
な
い
、
本
当
に
良
い
士

は
注
意
深
い
も
の
で
あ
る
。
」

三
、
『
誉
夜
』
の
構
成
と
文
献
的
性
格

本
章
で
は
、
『
者
夜
』
の
文
献
的
性
格
に
つ
い
て
、
現
段
階
と
し

て
の
初
歩
的
な
検
討
を
行
う
。

(204) 



先
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
検
討
の
前
提
と
な
る
、
清
華

簡
の
年
代
で
あ
る
。
清
華
簡
は
、
盗
掘
に
よ
り
出
土
し
た
も
の
で

あ
る
た
め
、
そ
の
出
土
時
期
や
出
土
地
点
が
不
明
で
あ
り
、
ま
た

竹
簡
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
墓
そ
の
も
の
や
他
の
副
葬
品
に
関
す
る

情
報
が
一
切
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
文

献
の
書
写
時
期
や
成
立
時
期
等
を
検
討
す
る
上
で
、
大
き
な
問
題

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
「
前
言
」
に
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
清
華
簡
は
二

0
0
八
年
十
月
十
四
日
、
清
華

大
学
の
要
請
に
応
じ
た
中
国
を
代
表
す
る
十
一
人
の
専
門
家
に
よ

っ
て
鑑
定
さ
れ
、
そ
の
結
果
「
戦
国
中
晩
期
」
の
貴
重
な
文
献
で

あ
る
と
判
定
さ
れ
た
。

ま
た
二

0
0
八
年
十
二
月
に
は
、
清
華
大
学
の
委
託
を
受
け
た

北
京
大
学
加
速
器
質
譜
実
験
室
と
第
四
紀
年
代
測
定
実
験
室
と
に

よ
り
、
文
字
の
記
さ
れ
て
い
な
い
竹
簡
の
残
片
を
用
い
た

A
M
S

法
に
よ
る
炭
素
十
四
年
代
測
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
紀
元

前
三

0
五
土
三

0
年
と
の
数
値
が
得
ら
れ
、
専
門
家
ら
に
よ
る
判

定
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
清
華
簡
が
「
戦
国
中
晩
期
」
の
文
献

で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
そ
れ
を
覆

す
に
足
る
だ
け
の
信
頼
で
き
る
判
断
材
料
は
な
い
。

お
よ
そ
古
代
中
国
に
お
い
て
、
或
る
文
献
の
原
本
が
成
立
し
た

後
、
書
写
が
重
ね
ら
れ
て
広
く
流
布
す
る
た
め
に
は
、
或
る
程
度

の
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
「
戦
国
中

晩
期
」
の
清
華
簡
に
含
ま
れ
る
文
献
の
原
本
の
成
立
時
期
は
、
戦

国
時
代
初
期
以
前
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
高
く
、
『
者
夜
』
の
成
立

時
期
も
戦
国
初
期
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
『
普
夜
』

の
文
献
的
性
格
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
の
前
提
と
な
る
。

加
え
て
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
『
者
夜
』
の

内
容
と
そ
の
文
献
と
し
て
の
成
立
時
期
と
の
関
係
で
あ
る
。
前
章

で
検
討
し
た
通
り
、
『
者
夜
』
の
内
容
は
、
武
王
が
即
位
し
て
八
年

後
の
出
来
事
と
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
設
定
が
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
献
の
成
立
時

期
を
武
王
八
年
の
直
後
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
時
期
と
判
断
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
可
能
性
を
一
概
に
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
内
容
上
の
設
定
と
そ
の
文
献
の
成
立
と
の
間

に
か
な
り
時
間
差
が
あ
る
こ
と
も
当
然
あ
り
得
る
。

そ
も
そ
も
『
者
夜
』
に
記
さ
れ
て
い
る
武
王
八
年
後
の
出
来
事

が
、
武
王
の
時
代
に
実
際
に
あ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
か
ど
う
か
は

定
か
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
内
容
が
史
実
に
近
い
も
の
で
あ
る

可
能
性
を
一
概
に
は
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
史
実
と
は

直
接
に
は
関
係
が
な
く
、
後
世
の
仮
託
で
あ
る
と
の
可
能
性
も
十

分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
仮
に
そ
の
文
献
の
成
立
時
期
が
内
容
の

設
定
さ
れ
て
い
る
時
期
よ
り
も
か
な
り
遅
れ
る
と
し
て
も
、
記
述

さ
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
は
古
い
出
来
事
を
か
な
り
忠
実
に
記
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録
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
『
者
夜
』
の
文
献
的
性
格
を
考
え

る
な
ら
ば
、
現
時
点
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

先
ず
第
一
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
『
者
夜
』
は
、
武
王
が
者
へ
の

遠
征
で
勝
利
し
た
後
に
行
っ
た
飲
至
の
儀
礼
の
際
の
情
景
を
描
い

て
い
る
文
献
と
し
て
、
全
体
的
に
ま
と
ま
り
を
有
し
て
お
り
、
体

裁
が
整
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
『
者
夜
』
の
釈
読
に

関
し
て
は
、
な
お
問
題
の
残
る
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
、
文
献
全

体
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
形
式
上
も
内
容
上
も
、
『
者
夜
』
に
は
一

応
の
完
結
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
先
述
の
通
り
『
者
夜
』
の
竹
簡
に
は
、
各
簡
と
も

背
面
に
ノ
ン
プ
ル
に
当
た
る
竹
簡
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
そ
の
配
列
は
原
釈
文
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
最

終
簡
で
あ
る
第
1
4
簡
の
下
端
に
は
一
字
分
の
留
白
が
存
在
す
る
可

能
性
が
高
い
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
留
白
は
、
第
1
4
簡
が
更
に
他
の

竹
簡
と
連
続
す
る
可
能
性
の
な
い
こ
と
を
示
し
、
従
っ
て
『
者
夜
』

は
、
形
式
上
十
四
枚
の
竹
簡
で
―
つ
の
文
献
と
し
て
独
立
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
内
容
に
つ
い
て
も
、
先
述
の
通
り
、
第
一
節
で
全
体
の
設

定
が
説
明
さ
れ
た
後
、
第
二
節
か
ら
第
六
節
に
至
る
ま
で
、
時
間

の
経
緯
に
添
っ
て
飲
至
の
儀
礼
で
の
出
来
事
が
描
か
れ
て
い
る
と

見
て
問
題
が
な
い
。
ま
た
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
『
者
夜
』

は
、
周
公
旦
を
中
心
に
飲
至
の
儀
礼
の
情
景
を
描
く
も
の
と
し
て

構
成
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
叙
述
も
、

特
に
武
王
と
周
公
旦
が
畢
公
・
周
公
旦
・
武
王
に
酒
を
勧
め
て
歌

を
作
る
こ
と
を
述
べ
た
第
二
節
か
ら
第
四
節
に
か
け
て
、
句
形
が

よ
く
揃
つ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
『
者
夜
』
は
全
体
と
し
て
体
裁
の
整
っ
た
、

ま
と
ま
っ
た
文
献
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

第
二
に
は
、
古
侠
文
献
で
あ
る
『
者
夜
』
の
内
容
は
、
伝
世
文

献
の
記
述
と
ほ
と
ん
ど
重
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
翌
）
』
中
の
『
者

夜
』
の
【
注
釈
】
〔
一
〕
は
、
『
書
経
』
商
書
の
「
西
伯
搬
黎
」
や

『
尚
書
大
伝
』
、
及
び
『
史
記
』
周
本
紀
が
、
「
黎
」
、
つ
ま
り
者

を
征
伐
し
て
勝
利
し
た
人
物
を
西
伯
、
す
な
わ
ち
文
王
と
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
既
に
宋
代
の
胡
宏
や
膵
季
宣
か
ら
清
代
の
梁

玉
縄
に
至
る
ま
で
の
多
く
の
学
者
が
、
文
王
で
は
当
時
の
情
勢
に

合
致
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
と
述
べ
、
清
華
簡
『
普
夜
』
の
文

章
は
そ
う
し
た
疑
い
を
証
明
し
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文
王

が
者
を
伐
っ
た
と
す
る
『
書
経
』
商
書
の
「
西
伯
裁
黎
」
、
『
尚
書

大
伝
』
、
『
史
記
』
周
本
紀
に
し
て
も
、
者
を
征
伐
し
た
後
に
行
っ

た
飲
至
の
儀
礼
に
つ
い
て
の
記
述
は
ま
っ
た
く
な
い
（
注
3
)
0

僅
か
に
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
中
の
【
説
明
】
も
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指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
者
夜
』
に
お
い
て
周
公
旦
が
作
っ
た
歌
と
し

て
登
場
す
る
「
鯰
蝉
」
と
い
う
名
の
歌
に
つ
い
て
、
『
詩
経
』
国
風
・

唐
風
の
「
蛛
蝉
」
と
の
間
に
関
連
が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
二
つ
の
歌
は
、
確
か
に
語
句
の
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

全
体
と
し
て
見
れ
ば
別
の
歌
で
あ
っ
て
、
同
一
の
歌
と
見
な
す
こ

と
は
で
き
な
い
（
注
4
)
0

『
者
夜
』
の
内
容
が
伝
世
文
献
の
記
述
と
ほ
と
ん
ど
重
な
ら
な

い
点
に
関
し
て
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
『
書
経
』
と
の
関

係
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
伝
世
本
の
『
書
経
』
は
完
本
で
は
な
い

が
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壼
）
』
「
前
言
」
に
は
、
『
書
経
』

と
内
容
の
重
複
す
る
文
献
、
或
い
は
そ
の
体
裁
が
『
書
経
』
と
類

似
す
る
文
献
が
清
華
簡
に
は
多
数
含
ま
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
『
普
夜
』
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
内
容
的
に
伝

世
本
『
書
経
』
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
先
に
触

れ
た
よ
う
に
、
周
が
者
（
黎
）
を
伐
っ
て
勝
利
し
た
と
い
う
点
に

つ
い
て
の
み
は
、
商
書
「
西
伯
搬
黎
」
と
重
な
る
と
言
え
る
が
、

『
書
経
』
で
は
そ
れ
は
武
王
で
は
な
く
文
王
の
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
「
西
伯
裁
黎
」
の
内
容
は
祖
伊
と
紺
王
と
の
対
話
を

中
心
と
し
て
お
り
、
『
者
夜
』
の
内
容
と
は
ま
っ
た
く
重
な
ら
な
い

（注
5
)
0

第
三
に
は
、
『
者
夜
』
の
全
体
と
し
て
の
構
成
が
、

く
周
公
旦
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

武
王
で
は
な

者
に
対
す
る
戦
勝
の
後
、
都
に
帰
還
し
て
飲
至
の
儀
礼
を
執
り

行
う
こ
と
自
体
は
、
当
然
君
主
た
る
武
王
の
役
目
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
『
者
夜
』
に
お
い
て
、
冒
頭
の
全
体
の
設
定
に
つ
い
て
の

説
明
（
第
一
節
）
に
続
く
場
面
で
は
、
武
王
が
先
ず
「
客
」
で
あ

る
畢
公
に
対
し
て
爵
の
酒
を
勧
め
て
「
楽
楽
旨
酒
」
の
歌
を
作
り

（
第
二
節
）
、
次
い
で
武
王
は
「
主
」
で
あ
る
周
公
に
対
し
て
爵
の

酒
を
勧
め
て
「
輸
乗
」
の
歌
を
作
っ
て
い
る
（
第
三
節
）
。
こ
の
よ

う
に
『
者
夜
』
の
前
半
が
武
王
の
行
動
を
中
心
に
し
て
描
か
れ
て

い
る
の
は
、
武
王
が
飲
至
の
儀
礼
を
執
行
す
る
中
心
人
物
で
あ
っ

た
た
め
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
、
『
菩
夜
』
に
お
い
て
武
王
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
は
そ
こ
ま
で
で
あ
り
、
後
半
に
な
る
と
周
公
旦
が
中
心
と

な
る
。
す
な
わ
ち
、
周
公
旦
は
先
ず
畢
公
に
対
し
て
爵
の
酒
を
勧

め
て
「
央
央
」
の
歌
を
作
り
（
第
四
節
）
、
次
い
で
武
王
に
対
し
て

爵
の
酒
を
勧
め
て
「
明
明
上
帝
」
の
歌
を
作
り
（
第
五
節
）
、
更
に

「
銹
蝉
」
の
歌
を
作
る
。
そ
こ
で
文
献
全
体
は
終
わ
っ
て
い
る
（
第

六
節
）
。
特
に
、
周
公
旦
が
「
銹
蝉
」
の
歌
を
作
っ
た
と
こ
ろ
で
文
献
が

終
わ
っ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

『
者
夜
』
に
記
さ
れ
て
い
る
五
つ
の
歌
の
中
で
「
総
蝉
」
以
外

の
四
つ
の
歌
は
、
い
ず
れ
も
戦
勝
を
収
め
た
後
に
、
都
に
帰
還
し

て
行
わ
れ
た
儀
礼
の
中
で
歌
わ
れ
る
に
相
応
し
い
も
の
と
見
て
よ
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い
。
す
な
わ
ち
、
武
王
が
畢
公
に
贈
っ
た
「
楽
楽
旨
酒
」
、
及
び
周

公
旦
に
贈
っ
た
「
輸
乗
」
、
並
び
に
周
公
旦
が
畢
公
に
贈
っ
た
「
央

央
」
の
主
題
は
、
い
ず
れ
も
歌
を
贈
っ
た
相
手
の
戦
場
に
お
け
る

活
躍
を
称
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
周
公
旦
が

武
王
に
贈
っ
た
歌
「
明
明
上
帝
」
は
、
竹
簡
の
残
欠
に
よ
り
不
明

な
箇
所
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
武
王
と
上
天
•
上
帝
と
の
関

係
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
言
祝
ぎ
、
勝
利
を
収
め
た
武
王
を
称
え

て
、
そ
の
長
寿
を
祈
る
と
こ
ろ
に
主
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
者
夜
』
中
の
「
蛙
蝉
」
以
外
の
歌
は
い
ず
れ
も
、

飲
至
の
儀
礼
に
出
席
し
た
、
者
と
の
戦
闘
の
参
加
者
で
あ
る
周
の

武
王
と
そ
の
臣
下
ら
を
称
え
る
こ
と
を
主
題
と
す
る
、
言
祝
ぎ
の

歌
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
戦
勝
後
に
都
で
行
わ
れ
た
儀
礼
の
中
で

歌
わ
れ
る
に
相
応
し
く
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
言
祝
ぎ
の
歌
を
作

る
と
い
う
行
為
自
体
が
、
儀
礼
そ
の
も
の
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
周
公
旦
が
最
後
の
場
面
で
作
っ
た
「
録
蝉
」

は
、
竹
簡
の
残
欠
が
あ
り
意
味
の
把
握
が
難
し
い
箇
所
が
あ
る
の

だ
が
、
他
の
歌
と
は
大
い
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
の
―
つ
は
、
こ
の
歌
は
周
公
が
「
爵
を
乗
る
も
未
だ
飲
せ
ざ

る
に
、
録
蝉
躍
び
て
堂
に
陸
」
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
周
公

が
作
っ
た
歌
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
銹
蝉
」

の
歌
は
、
そ
れ
を
作
る
こ
と
自
体
が
飲
至
の
儀
礼
の
中
に
組
み
込

ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
即
興
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
加
え
て
、
こ
の
歌
を
贈
る
相
手
は
特
定
の

誰
か
に
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
他
の
歌
が
そ
の
飲
至
の
儀
礼
の
場

に
い
た
特
定
の
一
人
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
鯰

蝉
」
は
お
そ
ら
く
儀
礼
に
参
加
し
て
い
る
全
員
に
向
け
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
「
鯰
蝉
」
は
言
祝
ぎ
の
歌
で
は
な
い
。
「
楽
し
む
母
か
れ
」

「
荒
む
こ
と
母
か
れ
」
「
康
ん
ず
る
母
か
れ
」
の
句
が
繰
り
返
さ
れ
、

更
に
「
良
士
は
之
れ
方
方
た
り
」
「
良
士
は
之
れ
闊
闘
た
り
」
と
い

っ
た
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
鯰
蝉
」
の
歌
は
、

武
王
を
含
む
儀
礼
の
参
加
者
全
員
に
対
し
て
、
い
つ
ま
で
も
戦
勝

の
喜
び
に
浸
る
の
で
は
な
く
、
今
後
行
動
を
慎
ま
な
け
ら
ば
な
ら

な
い
と
、
戒
め
る
と
こ
ろ
に
そ
の
主
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
者
夜
』
は
、
先
ず
全
体
の
設
定
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
（
第
一
節
）
、
続
い
て
飲
至
の
儀
礼
の
中
で
武
王
と
周
公
旦

と
が
作
っ
た
言
祝
ぎ
の
歌
が
続
き
（
第
二

S
五
節
）
、
最
後
に
周
公

旦
が
参
加
者
全
員
に
向
け
て
戒
め
の
歌
を
即
興
で
作
っ
て
終
わ
る

（
第
六
節
）
、
と
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
う
し

た
構
成
を
と
る
『
者
夜
』
に
お
い
て
、
全
体
と
し
て
中
心
的
な
人

物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
後
半
の
中
心
人
物
で
あ
り
、

特
に
結
末
の
箇
所
で
「
録
蝉
」
の
歌
を
作
り
、
像
礼
に
参
加
す
る

周
王
室
関
係
者
全
員
に
対
し
て
訓
戒
を
行
っ
て
い
る
、
周
公
旦
と
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理
解
す
べ
き
で
あ
る
和
6
)
0

以
上
の
よ
う
に
、
『
者
夜
』
の
文
献
的
性
格
を
考
え
る
上
で
の
手

が
か
り
と
し
て
、
第
一
に
文
献
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
が
あ
り
、

そ
の
体
裁
が
よ
く
整
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
そ
の
内
容
が
伝
世

文
献
の
記
述
と
ほ
と
ん
ど
重
な
ら
な
い
こ
と
、
第
三
に
全
体
が
周

公
旦
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
『
者
夜
』
の
文
献
的
性
格
を
推
測
す

る
な
ら
ば
、
『
者
夜
』
は
部
分
的
に
古
い
伝
承
や
記
録
を
踏
ま
え
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
し
て
も
、
内
容
上
設
定
さ
れ
て
い
る
武
王

八
年
の
直
後
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
時
期
に
成
立
し
た
文
献
で

あ
る
と
は
考
え
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
『
者
夜
』
の
中

に
、
武
王
が
活
躍
し
た
時
代
に
関
す
る
古
い
記
録
の
類
を
踏
ま
え

た
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、

『
者
夜
』
の
内
容
の
す
べ
て
を
ま
っ
た
く
の
虚
構
と
考
え
る
よ
り

も
、
そ
の
中
に
何
ら
か
の
記
録
や
伝
承
と
い
っ
た
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
（
注
7
)
0

し
か
し
、
『
者
夜
』
は
文
献
全
体
と
し
て
よ
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、

中
で
も
結
末
の
箇
所
で
周
公
旦
が
作
る
「
銹
蝉
」
の
歌
は
、
三
連

に
巧
み
に
構
成
さ
れ
、
複
雑
で
技
巧
的
と
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
「
蛭
蝉
」
の
中
で
は
、
蛛
蝉
が
役
車
や
歳
星
と
同
じ
く
空
間

を
移
動
す
る
物
体
と
し
て
扱
わ
れ
、
視
線
の
変
化
や
時
間
の
経
過

が
間
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
こ
の
歌
が
か
な
り

複
雑
で
技
巧
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
成
立
は
そ
う
古
く
は

な
い
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
注
8
)
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
『
者
夜
』
が
最
終
的
に
成
立
し
た
時
期
と
し
て
は
、

春
秋
時
代
末
か
ら
戦
国
時
代
初
期
に
か
け
て
と
見
な
し
て
お
く
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
（
注
9
)
0

『
者
夜
』
の
成
立
し
た
具
体
的
な
事
情
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
中
か
ら
蓋

然
性
の
高
い
も
の
を
絞
り
込
む
こ
と
が
現
時
点
で
は
極
め
て
困
難

で
あ
る
（
注
10)o

『
者
夜
』
の
成
立
の
事
情
の
解
明
は
、
今
後
清
華
簡
中
の
他
の

文
献
、
及
び
他
の
出
土
文
献
の
研
究
が
進
む
中
で
、
手
が
か
り
と

な
る
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
う
し
た
検

討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
1
)
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5
7
8
5
4
.
h
t
m

、
―

1
0
0
~
.
!
!
千
ハ
ハ
日
ハ
＿
二

日
）
、
李
学
勤
•
劉
国
忠
「
清
華
簡
与
中
国
古
代
文
明
研
究
」
（
二
O

注 お
わ
り
に
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1
0年
三
月
二
十
四
日
発
表
、

h
号
/
/
w
w
w
.
c
o
n
f
u
c
i
u
s
2
0
0
0
.
c
o
m
/
a
d
m

in/list.asp?id=4348)
、
沈
建
華
「
清
華
楚
簡
“
武
王
八
年
伐
邸
即
”

争
議
」
（
『
考
古
与
文
物
』
二

0
1
0
年
第
二
期
）
、
李
学
勤
•
劉
国
忠

「
清
華
簡
九
篇
綜
述
」
（
『
文
物
』
二

0
1
0年
第
五
期
）
、
子
居
「
清

華
簡
九
篇
九
簡
解
析
」
（
巨
p
:
/
/
w
w
w
.
c
o
n
f
u
c
i
u
s
2
0
0
0
.
c
o
m
/
a
d
m
i
n
/
l
i
s
t

翁
芝
id11 4
4
8
1
、-―

0
1
0年
六
月
三

0
日
発
表
）
、
陳
致
「
清
華
簡

所
見
古
飲
至
礼
及
《
都
夜
》
中
古
侠
詩
試
解
」
（
清
華
大
学
出
土
文
献

研
究
与
保
護
中
心
編
『
出
土
文
献
』
第
一
輯
、
中
西
書
局
、
二

O
-

0
年
八
月
）
等
。

(
2
)
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
研
究
生
読
書
会
「
清
華

簡
《
者
夜
》
研
読
札
記
」

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
u
w
e
n
z
i
.
c
o
m
/
S
r
c
S
h
o
w
.
a
s
p
?

S
r
cー

ID11 1
3
4
7
、
二

0
―
一
年
一
月
五
日
発
表
）
、
黄
人
二
、
趙
思
木

「
読
《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
》
書
後
(
-
)
」
（
http://

w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
s
h
o
wー
article.php?id11 1
3
6
8
、
二

0
―
一
年
一
月

七
日
発
表
）
、
蘇
建
洲
「
《
清
華
簡
》
考
釈
四
則
」

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
u
w
e
n
z
i
・

c
o
m
/
S
r
c
S
h
o
w
.
a
s
p
?
S
r
cー

ID11 1
3
6
8
、―

101
―年
i

―
日
ハ
九
日
発
表
）
、

米
雁
「
清
華
簡
《
者
夜
》
、
《
金
腟
》
研
読
四
則
」

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.

o
r
g
.
c
n
/
s
h
o
wー
article.php?id11 1
3
8
1
‘―

1
0
 I

―
仁
千
一
日
ハ
一

0
日
発

表
）
、
黄
人
二
、
趙
思
木
「
読
《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
》
書

後
（
四
ご

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
s
h
o
wー

article.php?id11 1
4
0
2
、

二
0
-
―
年
二
月
一
七
日
発
表
）
等
。
な
お
、
煩
雑
を
避
け
、

々

の
注
記
は
省
い
た
。

(
3
)

注
1
前
掲
の
陳
致
「
清
華
簡
所
見
古
飲
至
礼
及
《
都
夜
》
中
古
侠

詩
試
解
」
に
よ
れ
ば
、
今
本
『
竹
書
紀
年
』
に
も
、
武
王
が
者
を
征

伐
し
た
こ
と
に
関
す
る
記
事
は
な
い
。
但
し
、
周
知
の
通
り
現
行
の

『
竹
書
紀
年
』
は
完
本
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
を
根
拠
と
し
て
『
者

夜
』
の
内
容
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
4
)
『
詩
経
』
の
「
銹
蛙
」
に
お
い
て
は
、
「
銹
蛙
在
堂
（
録
蛙
堂
に
在

り
）
」
が
同
じ
句
と
し
て
三
回
繰
り
返
さ
れ
、
銹
蛙
の
位
置
や
銹
蛙
を

見
る
視
線
に
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
清
華
簡
の
「
銹

蛙
」
に
お
い
て
は
、
「
銹
蛙
在
堂
（
銹
蛙
堂
に
在
り
）
」
「
録
蛙
在
席
（
銹

婢
席
に
在
り
）
」
「
録
蛙
在
序
（
鯰
蝉
序
に
在
り
）
」
と
、
詩
の
中
で
録

蛙
は
、
役
車
や
歳
星
と
同
じ
く
空
間
を
移
動
す
る
物
体
と
し
て
扱
わ

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
銹
蝉
を
見
る
視
線
の
変
化
や
時
間
の
経

過
が
間
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
違
い
か
ら
、
『
詩
経
』

の
「
銹
蛙
」
よ
り
も
清
華
簡
の
「
銹
蛙
」
の
方
が
複
雑
で
技
巧
的
で

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
清
華
簡
の
「
鯰
蝉
」
の
成
立
時
期
は
、
『
詩

経
』
の
「
録
蛙
」
の
成
立
よ
り
も
遅
れ
る
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
戦
国
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
石
鼓
文
が
、
『
詩
経
』
の
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
を

想
起
す
る
な
ら
ば
、
『
者
夜
』
が
『
詩
経
』
の
詩
を
踏
ま
え
て
著
述
さ

れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
注
1
前
掲
の
子
居
「
清
華
簡
九

篇
九
簡
解
析
」
に
よ
れ
ば
、
曹
建
国
は
「
《
論
清
華
簡
中
的
〈
銹
蛙
〉
》
」
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に
お
い
て
、
清
華
簡
中
の
「
銹
蝉
」
は
戦
国
時
代
の
作
品
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
更
に
、
曹
の
見
解
に
対
し
て
子
居
は
、
「
春
秋
晩
期
」
つ

ま
り
春
秋
時
代
後
期
の
作
品
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら

の
見
解
は
い
ず
れ
も
、
李
学
勤
•
劉
国
忠
「
清
華
簡
九
篇
綜
述
」
（
『
文

物
』
二

0
1
0年
第
五
期
所
収
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
ま
だ

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
時
点
の
も

の
で
あ
る
。

(
5
)
『
者
夜
』
が
、
武
王
と
周
公
旦
が
作
っ
た
五
つ
の
「
歌
」
を
、
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
歌
の
名
と
と
も
に
記
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
見
て
も
、
今

本
の
『
書
経
』
に
は
そ
う
し
た
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
金
腔
」
で

は
周
公
旦
が
「
鴎
鵠
」
と
い
う
名
の
「
詩
」
を
作
っ
た
と
記
す
が
、

そ
の
詩
の
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
僅
か
に
「
五
子
之
歌
」
に
は
、

太
康
の
五
人
の
弟
が
五
つ
の
「
歌
」
を
作
っ
た
背
景
と
そ
の
歌
の
内

容
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
付
け
ら
れ
た
歌
の
名

は
特
に
な
く
、
ま
た
「
五
子
之
歌
」
は
偽
古
文
で
あ
る
。

(
6
)

も
っ
と
も
、
周
公
旦
が
作
っ
た
「
録
絆
」
の
歌
の
と
こ
ろ
で
『
者

夜
』
が
終
わ
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
飲
至
の
儀
礼
に
お
け
る
「
主
」

で
あ
る
周
公
旦
が
、
単
に
儀
礼
の
「
主
」
と
な
っ
た
者
の
役
割
と
し

て
、
像
礼
の
参
列
者
に
宴
の
終
わ
り
を
告
げ
る
歌
を
作
っ
た
に
過
ぎ

な
い
、
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
可
能
性
も
一
応
は

考
え
ら
れ
る
。

(
7
)
前
述
の
通
り
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
「
前
言
」
に
は
、

清
華
簡
の
中
に
は
『
書
経
』
と
内
容
の
重
複
す
る
文
献
、
或
い
は
そ

の
体
裁
が
『
書
経
』
と
類
似
す
る
文
献
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
と
指

摘
す
る
。
仮
に
清
華
簡
全
体
が
所
謂
『
古
文
尚
書
』
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
『
者
夜
』
も
周
初
の
出
来
事
を
記
し
た
一

篇
と
し
て
、
『
尚
書
』
に
含
ま
れ
て
い
た
と
の
可
能
性
も
な
お
残
る
と

思
わ
れ
る
。

(
8
)

「
録
蛙
」
の
歌
に
つ
い
て
は
注
4
参
照
。
。

(
9
)
小
沢
賢
二
氏
は
、
『
者
夜
』
中
の
「
歳
」
が
歳
星
、
つ
ま
り
木
星
を

指
す
と
す
れ
ば
、
中
国
人
が
惑
星
で
あ
る
「
五
星
」
の
存
在
を
認
識

し
た
の
は
戦
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
た
め
、
「
『
者
夜
』
は
周

文
王
時
代
の
実
録
で
は
な
く
な
る
」
と
指
摘
す
る
。
『
中
国
天
文
学
史

研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二

0
1
0年
二
月
）
第
1
1
章
清
華
大
学
蔵
戦
国

竹
書
考
5
．
古
天
文
学
か
ら
み
た
「
清
華
簡
」
参
照
。

(10)
あ
く
ま
で
も
―
つ
の
可
能
性
と
し
て
で
あ
る
が
、
『
者
夜
』
は
、
春

秋
時
代
末
か
ら
戦
国
時
代
初
期
ま
で
の
間
に
儒
家
に
よ
っ
て
成
立
し

た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
通
り
、
孔
子
は
周
公

旦
を
理
想
と
仰
い
で
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
孔
子
が
周
公
旦

を
理
想
と
仰
い
だ
の
に
は
然
る
べ
き
理
由
が
存
在
し
た
と
主
張
し
よ

う
と
、
儒
家
が
周
公
旦
を
顕
彰
す
る
た
め
に
『
者
夜
』
を
著
述
し
た

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
或
い
は

ま
た
、
者
に
対
す
る
戦
勝
後
に
都
で
行
わ
れ
た
飲
至
の
儀
礼
の
場
に

お
い
て
、
武
王
の
い
る
中
で
「
鯰
蛙
」
の
歌
を
作
っ
て
儀
礼
の
参
加
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者
に
訓
戒
を
垂
れ
る
周
公
旦
の
姿
を
、
王
位
に
は
つ
か
な
か
っ
た
孔

子
と
重
ね
る
と
こ
ろ
に
『
者
夜
』
成
立
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た

と
の
可
能
性
も
、
一
応
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
『
者

夜
』
の
中
に
は
、
特
に
儒
家
と
の
直
接
的
な
関
連
を
窺
わ
せ
る
要
素

を
見
出
し
が
た
く
、
ま
た
周
公
旦
を
理
想
と
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し

も
儒
家
だ
け
が
行
っ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
『
者
夜
』
の
成
立
と
儒

家
と
の
関
係
は
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
可
能
性
の
―
つ
に
過
ぎ
な

い
。
な
お
、
仮
に
『
者
夜
』
が
儒
家
の
成
立
さ
せ
た
文
献
で
は
な
く
、

儒
家
が
活
動
す
る
以
前
に
既
に
成
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
上
述
し
た
よ
う
な
理
由
か
ら
、
儒
家
が
『
者

夜
』
を
積
極
的
に
受
容
し
た
と
の
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

[
附
記
]
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

(
B
)
「戦

国
楚
簡
と
先
秦
思
想
史
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
、
湯
浅

邦
弘
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(212) 


